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０．はじめに

はじめまして．本日はお招き頂き，ありが

とうございます．ご紹介にあずかりました阿

部真大と申します．一昨年に『働きすぎる若

者たち』という本をNHK生活人新書で書き

ましたが，それが高齢者介護の福祉労働の現

場におけるユニットケアについての話でし

て，その内容を中心にしてというご依頼だっ

たのですが，今日はその知見を少しふくらま

せた方向でお話をさせていただきたいと思い

ます．

まず簡単に自己紹介をいたしますと，現在

32歳でして，非常勤講師を，学習院大学，駒

沢大学，東京女子大学，目白大学でしていま

す．専攻の一つは，労働社会学です．実際に

職場に出かけて行って，一緒に働いたり，イ

ンタビューをしたりしながら，フィールド

ワークをベースにして研究をしています．そ

れで得た成果を論文にまとめたり，本にして

発表するという，そういう仕事をしています．

もう一つ，家族社会学という，家族につい

ての研究もしていまして，北村文さんという，

最近，勁草書房から『日本女性はどこにいる

のか』という単著を出された方なんですけど，

彼女と一緒に『合コンの社会学』という，若

者の婚姻戦略の話，少子化とか未婚化の話を

からめた婚姻戦略の話をまとめた本を，光文

社新書で出しています．

去年は，ちょっと単著が出なかったんです

けれども，ジョーン・フィッツジェラルドと

いう，ノースイースタン大学の教授の方が書

いた『キャリアラダーとは何か』という本を

共同で翻訳しました．いまはコミュニティケ

アについての本を書こうかと思っていまし

て，今日はそれの簡単なさわりを少しお話し

させて頂きます．

主張したいことは５点あるわけです．１つ

は，日本型福祉社会論を前提としている限り，

日本の地域社会におけるコミュニティケアの

安定した将来像を描くことはできないという

ことです．２点目は，ここは今調べていると

ころなんですけれども，現在，壊滅的な状況

にある日本の自営業について見直さなくては

ならないということです．３点目は，その延

長線上というか，そうした形で地域社会にお

けるケア産業を位置づける必要があるという

ことです．４点目は，それが今の若者の陥っ

ているジレンマを解消する糸口になる可能性

があるということです．５点目は，１点目か

ら４点目までをまとめた形での地域社会のデ

ザインが必要だということです．

１．『働きすぎる若者たち』を書いた際

の問題意識

さて，ケアの世界，特に高齢者介護の世界

に興味を持ち始めたのは，ちょうど僕が大学

院生の頃です．３年前まで大学院の博士課程

で学生をしていたんですけれども，そのとき

の指導教官が上野千鶴子先生で，彼女と一緒

にいろんな介護現場を回っていたわけです．

ちょうどそのころ，大学で上野先生の受け持
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つ「社会調査実習」という授業がありまして，

その授業で上野先生のお手伝いをするという

形でティーチングアシスタントをしていて，

いろんな高齢者介護施設に話を聞きに出かけ

ました．そのときに上野先生が主に，利用者

と経営者の側のインタビューを担当し，私が

現場で働く人たちの話を聞くという役割分担

で調査に入ったんですね．そのときにいろい

ろ気づいたことだとか，いろいろ問題だなと

いうことをまとめたのが，この『働きすぎる

若者たち』という本です．

ざっくりどういう話かと言いますと，ユ

ニットケアというのが当時話題になっていま

して，これは個別のケアですね．ユニットケ

アと対照的なケアの手法を「集団ケア」とい

うんですけれども，集団で大量の高齢者の人

たちをみるやり方です．例えば入浴も「芋洗

い」と言われるんですけれども，大きい浴槽

にガボッと大量に入れて，工場みたいに

ガーッと洗う集団入浴をします．それから部

屋は個室じゃなくて，例えば６床の集団部屋

です．そこでケアをするわけです．そういう

集団ケアに対して，もう少し高齢者の人権を

考えましょうと言うことで，ユニットケアと

いう新しい手法が出てきた．調査した時期は，

ちょうどそれが広がりつつある時期だったん

ですね．それでユニットケアになってどうい

う変化が起こっているか調べようということ

になったわけです．

それで，実際に入って話を聞いてみると，

ユニットケアは理想だけを言うならば，利用

者本位で，それまでと違ってプライバシーが

保たれていて，それぞれの利用者の多様な

ニーズに沿ったサービスが提供できる，非常

に理想的なものであるというように語られて

いたのですけれども，それは表の姿で，ワー

カーたちの話を聞いてみると，ユニットケア

というのは労働強化につながっていったとい

うことがわかってきました．

要するに，集団ケアからユニットケアにす

ると，一気に人員が必要になってくるという

ことです．人員が必要になるのに介護報酬が

あまり上がらないので，結局賃金が低く抑え

られてしまう．その代わりにやりがいという

点から考えると，以前の集団ケアよりも利用

者との距離が近くなっていって，働く本人た

ちは非常にやりがいというものを感じる．そ

の間のジレンマによって，働く人たちが苦し

んでいる．それについて書きたいなと思った

んですね．

結局，その光と影というのは，利用者の側

からすると光であるが，働く側からすると労

働強化という影になってしまっているという

ことです．その両方を言わないと嘘になるん

じゃないかなと思って，この本を書こうと思

いました．当時，福祉系の本のなかで，こう

いった話はなかなかされませんでした．上野

先生が中西正司さんと共著で『当事者主権』

という本を岩波新書で出していまして，それ

は，利用者の側から語られるケア，介護の話

というのが大半だったんですね．それはそれ

で必要な話ではあるんですけれども，不十分

だなという感じが，私はしたわけです．

実際に話を聞いてみると，たとえば，ケア

をする側に腰痛・膀胱炎が発生しているとい

う問題があります．膀胱炎は増えています．

ユニットケア，多くは個室のケアなので，以

前よりも見えない部分というのがものすごく

増えていって，利用者が見えにくいので，常

に気を使っていなければならない．その場所

を動くことができないということですね．要

するに，一人で何人かの個室の中にいる人た

ちを一度に見ているので，死角がたくさんあ

るということです．以前だったら集団で

バァッと見れたんだけども，ユニットケアで

は見えない部分がたくさんある．そういう状

況なので，ケアする側は持ち場を離れること

ができない．それで，働いているかなりの人

が膀胱炎になっているという話を何人かの

ワーカーがしてくれました．膀胱炎について
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書いていないようなユニットケアの本という

のは，嘘なんじゃないかと思いました．そこ

をはっきりさせて，そこから先，やはり労働

者にとっても利用者にとっても，両者にとっ

て働きやすい環境を作っていくことが必要な

んじゃないかという，いわば提言です．

２．私の祖母のいる老人ホームの事例

から

ここから先の話は，お配りした原稿にそっ

て話を進めて行きたいと思います．私は出身

が岐阜県でして，祖母が老人ホームに入って

います．コンビニとショッピングセンターが

立ち並ぶ郊外の風景のなかで暮らしていま

す．たとえば，巨大なジーンズショップがあっ

て，あとは回転寿司屋しかないというような

環境のところです．それで，私の父，母と叔

父，叔母など親戚が入れ替わり立ち代り訪れ

て車で外に連れ出します．というような形で，

うちの祖母が介護されているわけですが，そ

の姿を見ていて，ものすごい綺麗な介護つき

有料老人ホームなんですが，彼女自身，非常

にさびしそうに見えてくることがあったりし

ます．

一方で，先ほどもお話したように，そういっ

た老人ホームで働く若いケアワーカーたち

を，何人か知っています．かれらはひどい低

賃金で，自分の生活もままならないままで高

齢者の介護をしています．身体的にも精神的

にもきつい状態にある．腰痛や膀胱炎と戦い

ながら日々を送っている．彼らは利用者の「あ

りがとう」という言葉だとか笑顔というもの

がやりがいをくれる，とは言っているんです

けれども，それ以上に，身体が疲弊していま

すね．それで，離職率も非常に高くなってい

ます．

祖母はよく私に愚痴を言います．ここは決

まったことしかしてくれない．決まったこと

はしてくれるけどそれ以上のことはしてくれ

ないから嫌だと言います．彼女に必要なのは

地域の人々とふれあいなのかなと思います．

またケアワーカーの人たちはよく「人生の先

が見えない」と言います．彼らに必要なのは，

これで食っていけると思えるようなキャリア

ビジョンです．最近よくコミュニティケアと

いうことが言われますが，両方を同時に解決

するものでなくてはならない．前者のみに寄

り添う．つまり，高齢者，利用者のみに寄り

添ったケアというのは，これは最後のほうで

引用している山口二郎さんの言葉なんですけ

ど，生活者主義です．これに対して後者のみ

に寄り添った解決法というのは，生産者主義

だということになります．

この両方を満たすことができるような両軸

のビジョンを提示できなくてはならない．結

局，これが，ユニットケア導入の際に見落と

されていたことなのかなと思います．生活者

主義ですよね，利用者主義というかお客様主

義というか．結局，誰が担うかとか，報酬の

ことをあまり考えずにユニットケアに踏み

切ってしまったがゆえに，現場で混乱がおき

てしまっている．国がワーキングプアを生み

出しているのが現在の状況です．これだとい

けない．やっぱり両者がwin-winの関係にな

るような形でユニットケアを導入しなければ

ならなかった．

要するに，自分が年をとったときも面倒を

見てもらえるという安心感がもし生まれると

したら，その地域で働き続ける人がいてくれ

ると思えるような安心感からしか生まれるこ

とはない．つまり，地域というものが，生活

者のものでもあり生産者のものでもあるとい

うことを認識しなければならない．互いのエ

ゴをぶつけ合っているだけでは，生産性のな

い世代間対立に陥るだけです．これが，今よ

く言われている福祉か雇用かという話ですよ

ね．若者は低賃金で働かされている，他方で

高齢者はこれからの自分たちのケアがどうな

るか非常に不安だという形で，世代間のエゴ

のぶつかり合いになっているわけですね．そ
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れが，現在の地域社会の閉塞感の原因になっ

ている．

利用者とケアワーカーの話を聞いている

と，どっちもどっちなんですね．片方は面倒

見てくれ，もっといいケアをしてくれと言う．

もう片方は，もっと賃金を上げろと言う．双

方ともなんで自分たちが負担しなければなら

ないんだと思っている．一種のエゴのぶつか

りあいというのが今の日本の状況なのかなと

思ったりします．それだと，地域が，持続可

能であり，再生産できるような未来像は描け

そうにないんですね．これをどうしていくか

ということが課題になります．福祉か雇用か

というような世代間対立を超えて，福祉も雇

用も，あるいは高齢者も若者もという形での

安定した地域社会をいかにして描いていける

かということが，いま求められています．

いつ撤退してしまうかわからない大規模資

本の介護施設，これは私の祖母が入っている

ような施設のことです．それと，はっきり言っ

ていつまでその層が存在するかわからないよ

うな主婦のボランティア的な労働，または廉

価な移民労働に頼ったコミュニティケアでは

なくですね，ケアの受け手もケアの担い手も，

双方が明確で堅固な未来の形を描くことがで

きるようなコミュニティケアをデザインする

ことが求められている．最近，国ではどんど

ん移民を入れていこうという政策に乗り出し

ているわけですが，そういった，その場しの

ぎの対策じゃなくて，その場で働く人も安心

して生活できるような，持続可能な地域社会

のビジョンというのが求められているんじゃ

ないかなと考えています．逆に言うと，そう

したソーシャルデザインがなくて単に負担だ

けしろと，国民に求めることはできないだろ

うと思います．

３．戦後日本の「安定」― 商店主から

主婦へ―

さて，続いて，歴史的な話．戦後日本の安

定について，考えていきたいと思います．戦

後日本の社会というのは「超安定社会」だと

言われますが，安定というものが何によって

もたらされていたのかということを考える

と，戦後日本において，保守の基盤となった

旧中間層，都市においては自営業世帯の存在

が大きいといえます．これを戦前のファシズ

ム体制の温床となったとして「封建遺制」と

呼んで批判することもあります．それに対し

て，革新の基盤は，新中間層を中心とした若

者や主婦だったということになります．それ

ぞれの極がそれぞれの安定のイメージを提示

し，両者の対立が戦後の政治空間を形成して

いた．これが「55年体制」と言われているも

のです．

しかし70年代後半以降，保守と革新が奇妙

な結合を見せはじめます．アメリカからの外

圧があり，大平―中曽根ラインの新しい自民

党が，従来の旧中間層を中心とした安定を放

棄して規制緩和に乗り出すわけですね．それ

で，保守と革新がそろって戦後日本の高度成

長を支えた新中間層を基盤とした「安定」の

イメージを打ち出すことになる．それが，日

本型福祉社会と言われているものです．この

結果，地域社会の自営業は壊滅的な状況に追

い込まれることになります．商店街はシャッ

ター街となり，コンビニと大型ショッピング

センターばかりが次々と建設されるというこ

とになる．いわゆる「ファスト風土化」です

ね．

さらにここで注意しなければならないの

は，地域社会そのものが崩壊したわけではな

かったということです．日本型福祉社会とい

うものを支える新中間層というのは，サラ

リーマンと専業主婦からなる近代家族であっ

た．その中の主婦層が新たな地域社会の担い

手として期待されたわけです．これが，生活

者主義としての革新です．つまり，1970年代

の後半から1980年代を通して，日本の地域社

会は，旧中間層を基盤としたものから新中間
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層を基盤としたものへとシフトしていった．

主婦の作る地域，または主婦フェミニズムと

いわれるものです．キーワードは「生活」で

すね．生活の質をいかに上げるかと言うこと

が重要になってくる．これも山口二郎さんの

指摘していることですけれども，市民主権と

消費者主権が結合してしまうわけですね．

それで，地域社会の特有のニーズに応える

ための市民事業体の多くが，幸か不幸かこう

した主婦層を中心として形成されたわけで

す．70年代，80年代を通じてそれが非常に安

定したものであるかに見えたのが，90年代以

降，そもそもその前提となっている企業社会

が動揺を見せる中で，それを前提として成り

立っていた市民事業体では担い手不足が深刻

化して，事業そのものが危機的状況に陥って

いく．たとえば，施設はあるのに人手が足り

ない，そのために稼働していない小さい介護

施設が日本中にたくさんある．この状況は，

必然的なものであることを認識しなければな

らない．そもそも，新中間層が担う安定した

地域社会のイメージは，企業社会が安定して

いて，その恩恵にあずかる近代家族が存在し

ていて，その中の専業主婦という存在があっ

て初めて可能になったものであるということ

です．その基盤が揺らげば，その地域から順

に崩壊するのは目に見えているのです．要す

るに，豊かな主婦のいる場所では，問題が見

えづらいと言えるかもしれないが，主婦が少

ないところでは問題が一番最初に出てきてし

まうということです．

そういった旧来の市民事業体，たとえば，

主婦労働力を前提としたNPOというのは

80年代からたくさんあり，当時から問題には

なっていました．極端に賃金が低いというこ

とが何よりの問題です．本人たちは扶養の範

囲内で働いているのでそれでもあまり問題が

ないわけです．主婦とその労働力を前提とし

たNPOの両者が結託する形でそういった労

働が生み出されてきたわけだけれども，それ

が現在，地域社会に滞留する若年フリーター

層に，「安定」のイメージを提供し得ていない．

そのために，不況で若年失業者は増加してい

るが，介護の現場は人手不足という状況が生

じている．割によく言われるのは失業者で介

護労働力を補うということなのですが，これ

は，失業者だから何でも仕事はやるだろうと

いう非常に短絡的な発想です．実際はそんな

ことなくて，介護現場は常に人手不足という

状況が起きている．そのあたりのことをもう

少し考えないといけないと思います．

４．社会的企業とは何ではないか

そこで注目したいのが，日本型福祉社会論

の中で保守・革新の両陣営によって壊滅させ

られた旧中間層，自営業主という存在です．

それが，勤労者世帯とともに戦後の総中流社

会を担ったもう一方の極でした．企業社会か

ら自立した形で地域社会の安定というものを

考えるには，こうした存在は不可欠かなと

思っています．

ただ，それは，旧来の旧中間層をそのまま

復活させればよいという話ではもちろんない

わけですね．いわゆる旧中間層というのは世

襲制の一種，経営体としての「家」を基盤と

しているので，当然のことながら，その点に

ついては修正を加える必要があるわけだし，

世襲制のもとでの事業の継承の失敗というの

は，こういった旧中間層，自営業がどんどん

力を弱めていった一つの理由でもある．また，

過度な特権というか過度な規制みたいなもの

を与えるのも，さすがに今の時代それはまず

いだろうと思われます．さらに，自営業であ

る必要もないわけですね．旧中間層というの

はあくまでイメージであって，それは自営業

である必要もない，そこで注目したいのが「社

会的企業」というものであるわけです．

ここで，社会的企業とは何でないのか，と

いうことを確認する必要があります．第一に，

社会的企業というのは，「慈善型NPO」と呼
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ばれるものではないことをまず確認しないと

いけない．主婦の担う慈善型NPOが，企業社

会を前提とした存在であった，それが80年代

以降の地域社会の主役であったということは

主婦フェミニズムという形で知られているこ

とだと思うんですけれども，こういった

NPOが雇用の問題に対して非常に無頓着で

あったことは，その成立過程を見れば納得で

きるわけです．そもそも扶養の範囲内で働い

ているので，雇用の問題に無頓着であること

は当然といえば当然なわけです．

この問題，なぜこのモデルが通用しなく

なったのかということを考える必要があるわ

けで，企業社会からの「もれ」が始まった．

山田昌弘さんの言う「パイプラインからもれ

た」若年層が地域にどんどんたまり始めたわ

けです．彼らは扶養の範囲内にあるわけでは

ないので，独り立ちしなければならない．彼

らからすると，介護職は仕事としてはまった

く不十分なものであるということですね．し

かし，そういった慈善型NPOと社会的企業

を対立したものととらえることも不毛で，必

要なのは双方の歩み寄りと適切な分業だろう

と思います．要するに，主婦労働が悪いと言っ

ているのではなく，それをうまいこと取り込

んだ形で，介護の職場というものを考える必

要があるんじゃないかなと思っています．

神野直彦さんが言っていることですが，混

合福祉っていう時に，welfare mixというの

は，公共サービスの削減の婉曲な言い回しに

過ぎないことになりかねないので非常に危な

い言い方なのです．ですが，やっぱりwelfare
 

mixでいくしかないと私は思っています．

welfare mixは下手をすると，社会システム

への負担の変換，フェミニズムが指摘するよ

うに女性を再幽閉する政策にすぎないものに

なる．要するに public sectorと informal
 

sectorと voluntary sectorの協力なんだけ

れども，協力の核心があくまで public sector

にあり政治システムにあるということを踏ま

えないと，政治システムが責任を回避し，社

会システムに負担が転嫁されかねない．しか

し，だからといって，informal sectorや vol-

untary sectorの協力，または地域住民の参

加，を閉め出すまでもないということです．

いかにしてこういったものをうまく調整しつ

つ，welfare mix というものを考えていく

のかが，これからの課題ではないかなと思い

ます．

５．ありうべき連帯とは？― コミュ

ニケーション行為としてのケアと

医療行為としてのケア

私が『働きすぎる若者たち』で最終的に示

したモデルというのが実はこれなんです．あ

まり評判が良くなくて困っているんですけれ

ど（笑）．つまり，有償，無償ボランティアと

プロの職員とで共同で地域のケアを担ってい

くというモデルです．

前者については，キャリアアップの道筋に

ついてはさほど考える必要はないわけです

ね．彼らにはキャリアラダー，キャリアなり

専門性というものを担うのが困難な，非常に

個別性の強いケアサービスを担ってもらう．

問題はその道で食っていこうと思っている若

い職員や，シングルマザーの人達ですね．彼

らに見通しの良いキャリアプランを提供でき

るかどうかが介護現場における雇用創出の鍵

になると思うわけです．

結局，これがボランティア頼みだろうとい

う批判をいかにしてかわしていくかというの

が課題なんです．まず一点，指摘しておくと，

介護労働というものをコミュニケーション行

為としてのケアと医療行為としてのケアに

はっきりと分けることができる，分けなく

ちゃいけないと思うんですね．今，NHKの朝

の連続テレビ小説で，ちょうど主人公の女の

人が介護福祉士の資格を取って，コミュニ

ケーションだけだと不十分だということで看

護師の資格を取るというところまで話が進ん
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でいるんですけれども，介護という労働を考

えると，やっぱりおじいちゃん，おばあちゃ

んとの話し合いとか，たとえば勝手に出歩い

てしまう人の見守りとか，認知症の人に関し

て言うとコミュニケーションというのが非常

に重要になってくる．コミュニケーション行

為としてのケアというのが一方ではある．も

う一方で，医療行為としてのケアというもの

を考える必要がある．その両方がぐちゃっと

一緒になっちゃっているという状況から，そ

れをなるべく職務のレベルでは分けていく必

要があります．

コミュニケーション行為としてのケアとい

うのは，非常に個別性の高いもので，そこに

専門性の足がかりを築いていくというのは非

常に難しいわけです．例えば，北海道の札幌

の老人ホームでしたら札幌の昔のことを知っ

ている人じゃないとコミュニケーションを取

りづらいですよね．実際，秋田に調査に行っ

たときに，よそから来た人は認知症の人のケ

アを上手くできないという話が出ていまし

た．よそから来た若い人は，認知症の患者さ

んのケアがうまくできないというのです．な

ぜかという話になったときに，昔のことを知

らないでしょということになる．昔のことっ

てなんで知ってなきゃいけないのかなと思っ

たんですが，認知症の人はいろんなところに

話が飛んでいくので，たとえば，急にあそこ

の映画館に行きたい，今はもうない映画館に

行きたいということを言い出します．でも，

よそから来た人はそこに映画館があったこと

自体を知らないし，どのようにしてその場所

に行けばいいかも知らない．でも，昔からそ

こに住んでいた人は映画館がどこにあったか

をよく知っているし，その映画館の近くに何

があってこういった商店街があってみたいな

ことに合わせながら認知症の人とコミュニ

ケーションを取ることができるから，地元の

人じゃないといけない．地元の人で，しかも

そこで育って，年をわりと取っている人じゃ

ないといけない．秋田でそういう話が出てき

たのですけれども，介護，ケア労働というも

のには，そういった側面が必ずあるわけです．

ただそれは専門性ではないのでして，そこに

住んでいた人で，多少気の利く人であればい

いわけです．それは専門性とは別の，非常に

個別的な行為なわけです．それを専門性と呼

ぶのは非常に難しいわけです．

一方で，医療行為に非常に近い介護という

ものがあります．例えばここをさすったらい

いとか，それは，排泄管理一つ取ってみても

そうですけど，そういった看護の仕事に連結

していけるような形でのケア労働というもの

がある．ですから，ケアを二つに分けて，片

方にはキャリアアップを必要としていないケ

アワーカーたちを送り込む．片方には，さら

にステップアップしたいケアワーカー達を送

り込む，という形での分業が可能になるん

じゃないかなということを，最終的に提案し

たわけですね．でも福祉の現場に入っていろ

いろと話を聴いてみますと，介護は医療労働

なのか，コミュニケーション労働なのかとい

う論争が多く起こってしまっています．私は

そうした論争は不毛だと思うんです．例えば，

利用者本位という言葉ひとつとってみても，

利用者本位だから，これまでは利用者の人権

が無視されてきた，利用者の声を聞いた形で

介護をしていかなければいけないということ

になっているのですが，それが行き過ぎて，

例えば，「起きたくない」と言った利用者さん

をいつまでも起こさないとか，「食べたくな

い」と言った人に全然食べさせないとか，果

たしてそれが利用者本位なの？という話があ

ります．または「風呂に入りたくない」とい

う人を風呂に入らせないとか，「この人，入り

たくないって言ってるんだから，入らせない

でいいんじゃないの」という話になります．

当事者主権なり利用者主権を突き詰めていけ

ばそういう話になるんだけど，それってなん

か違うんじゃないという話も一方ではある．
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やっぱりケアっていうのは介護であるけれど

も医療行為でもあり，治療していくという側

面もあるわけで，実は両方必要なんですけれ

ども，理想のケアはなんだ，みたいな形で不

毛な対立が起こってしまっているというのが

現状です．そういった対立図式は意味がなく

て，両方を満たしていかなければいけないと

思います．問題はどちらにどういった人を送

り込んでいくかという話なわけです．

６．介護職おけるキャリアラダーの構

築

次の問題は，医療行為につながるような形

での，専門性を確立していくことができる形

での，医療福祉分野における「キャリアラ

ダー」というものの構築です．キャリアラダー

というのはまだ日本ではあまり浸透していな

い言葉だと思います．Ｊ・フィッツジェラル

ドという人がアメリカで主張している話で，

それを去年，翻訳したんですけれども，要す

るに，キャリアの道というのはキャリアを勝

手にどんどん上がっていくようなものではな

くて，梯子を一歩一歩登っていくようなもの

だということです．もともとあるものじゃな

くて，ないところにそれをどうやって作って

いくかという話です．今の介護職のキャリア

ラダーを構築して行くには三つの方法がある

んですね．

一つは，これは実はキャリアラダーじゃな

いんですけれども，既存の対人ケアの仕事の

賃金と専門性を高めるということです．今の

介護の仕事のままで，賃金と専門性を高めよ

うという方向性です．これは労働組合を作っ

て要求するという話でもあるわけです．二つ

めは，現在区別されていない仕事のなかに細

かい職階を作って，技能をそこで習熟してい

くことを評価していって賃金の上昇を可能に

するという方向性です．三つめは，人々をよ

り高度な教育を必要とする賃金の良い仕事に

キャリアアップさせるという方向性です．日

本においては，一つ目と二つ目において重要

になってくるのは介護報酬の問題です．三つ

目において重要になってくるのは他の医療機

関との連携です．いずれにせよ，行政との連

携が不可欠なものになってくるわけです．

繰り返しますと，キャリアラダー戦略の一

つめというのは，介護報酬をそのまま上げよ

うという話でして，つまり，賃金をポンと上

げちゃうというのが一つの解決策としてある

わけです．二つめが，その中で上がっていけ

るような階段，職階を作るということです．

三つめが，一番大事な対策で，例えば介護と

看護を繫げていくという話ですね．それで賃

金を上げていくということになります．その

三つの戦略があるわけですね．どれが良くて

どれが悪いかという議論自体は意味が無く

て，全部やっていかなきゃならないというの

がこの本の主張なわけです．

移民を受け入れてというのは，その場しの

ぎの対策ですよね．移民をガボッと受け入れ

ると，そのあとその移民がそこに住み着くこ

とになるわけなので，それに伴う社会的なコ

ストがかかるのです．ボストンに調査に行っ

たときは，ボストンの南側に大きなスラムが

あって，その人たちを再教育してなんとかこ

こに上げて，それができたら，さらにここに

上げていこうという，そういった取り組み

だったんですけれども，移民ではなく地域の

中にいる貧困層を吸い上げてここに上げてい

く．これがキャリアラダー的な発想です．

ここで重要になってくるのは「再チャレン

ジ」ということです．アメリカも日本も同じ

で，40，50代のフリーター，私は32歳ですけ

れども，30代にさしかかったフリーターとい

うのは，仕事もかかえている上に家族もあっ

たりして，フルタイムの看護学校に行くとい

うのは非常に困難になってくるんですね．そ

うすると看護学校というのも，いままでみた

いにフルタイムではなく，夜間だけで働きな

がら通えるようにする，その代わりに就学期
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間を長くして一日のクラスを少なくするとい

うような形での工夫が必要になってくる．た

だそういった再チャレンジを可能にするよう

な就業支援に関して，まだ日本は非常に立ち

後れている状況がある．どうしても学校型の

就業支援，フルタイムで通って下さいという

形の就業支援が多いので，今の状態で介護師

が看護師の資格を取ろうと思うともう一回仕

事を全部やめてフルタイムの学校に通わなけ

ればならないのです．実際に働いている30，

40，50代の介護職員の人たちにはそういう時

間はないんですね．これが，これからの課題

だなと思います．

７．小規模な経営体のほうが地域の

ニーズに対して敏感

さらに，ここで問題となってくるのは，地

域の雇用に無関心で大量の安い移民労働力を

使う可能性のある大規模資本，こういった勢

力が乗り込んできたら，小規模な社会的企業

などひとたまりもないだろうということで

す．また，こうした大規模資本は多様化する

地域社会のニーズに対して鈍感じゃないかな

とも思っています．サービスの質について考

えたとき，小規模な経営体のほうが向上の余

地が明らかにあると書いたんですけれども，

ただ，これは明らかかどうかちょっとよくま

だ分からないところです．

富山に調査に行ったときに，小規模多機能

ホームの事例をいくつか見てきました．富山

型モデルというのがすごく面白い．小規模多

機能ホームというのがたくさんあるわけなん

ですね．小規模多機能ホーム，おじいちゃん

もいておばあちゃんもいて障害をかかえた人

もいて，そういうグループホームなんですけ

れども，これがいくつもあって，それぞれが

オリジナリティーあふれるサービスをしてい

るのです．富山に住む人はそれをいろいろ選

べます．富山だから上手く行っている部分も

あると思うんですけれども，一般的にそう

いった小規模な経営体のほうが，地域のニー

ズに関しては非常に敏感に受け取れるんじゃ

ないかなという感じなんですよ．

コムスンの事件がありましたが，事業の継

続性という点からいっても，大規模資本とい

うのはいろいろ問題がある．これは商店街の

話に結びつけると，大規模ショッピングセン

ターが規制緩和以降，地域の自営業を根絶や

しにしてしまったということに学ぶべきであ

ろうと思います．ケアサービスだからそんな

ことは起こらないとは言い切れなくて，この

ままにしておけばきっと同じようなことが起

こってしまうかもしれないと危惧します．い

まの行政は，やっぱり，ケアサービスが足り

ていない状態だから大規模資本にできること

ならどんどん作って下さい，という姿勢です．

大規模資本が非常に参入しやすい状態になっ

ていて，まだ規制緩和の問題に関して話が

回っていない，というのが，今の状況なのか

なと思います．

規制ということになると，非常に難しいこ

となんですが，そうするとやっぱり，特に年

配の方を中心に，過度に保護された旧中間層，

いわゆる旧来の商店街のイメージというのが

頭をよぎってしまうだろうと思います．しか

し今，同僚が，商店街の歴史について調べて

いるんですけれども，従来の自営業の規制と

いうのは，彼らが貧困層に陥らないために，

つまりは都市のスラム化対策として始められ

たものであった．近代的な商店街というのは

実は百貨店の後に誕生したもので，そのもと

になったのは田園都市構想なんですが，当時

の状況と今の状況の共通点を見いだすことは

容易かなと思います．たとえば滞留する若年

フリーター層を掬い上げて，安心して働ける

場所を作っていくためにはやはり規制という

ものは必要なのかなと思います．

ここでもう一度，社会的企業の話に戻るん

ですけれども，規制する代わりに行政は企業

に地域に残り続けること，賃金を上げる努力
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をすることなど，「社会的役割」を要求するこ

とができる．その意味で，社会的企業とは，

第二に，一般企業とは異なるということです

ね．つまり，社会的企業とは，慈善型NPOと

一般企業との間に位置するものであるのでは

ないかなということです．こここまでが前半

の話です．

８．若者たちのジレンマとキャリア教

育のあり方

一方で，若者について考えてみるとどうな

んだろうと言う話をちょっとします．私は『搾

取される若者たち』という本も書いたんです

けれども，それはバイク便ライダーの話です．

『働きすぎる若者たち』がケアワーカーの話で

「善意」が利用されるのに対して，こちらは若

者の「やりがい」が利用されるという話です．

これを題材にして本田由紀さんが「やりがい

の搾取」という構造を解説してくれました．

「不安定ながらも（であるがゆえに），趣味的

な仕事にのめりこみ，企業に搾取される若者

たちの姿」ということですね，それがやりが

いの搾取と言うことで問題になっている．そ

の問題が今の若者たちに共有されると，「やり

がいよりも安定」という，ある意味，バック

ラッシュが起こる．若者たちは正社員志向を

強めている，または若者たちが保守化してい

るというのはいろいろなデータによって検証

されていることです．

この指摘は正しいと思います．自分で言っ

て正しいも何もないんですけれども（笑）．「仕

事で自己実現」以外のところに居場所を確保

するというのは，ポスト工業化社会において

分断されるサービス業従事者の連帯のあり方

としては間違ってないだろうし，「やりがいの

搾取」の問題は，いくら強調してもしすぎる

ことはないと思います．

しかしここで，大学で社会統計学を教えて

いるのでいろいろなデータを見ていたんです

けれども，日本能率協会というところが2008

年度入社の新入社員を対象に意識調査をした

んですね．この結果が興味深い．「就職活動を

行うに当たって会社を選ぶ基準としていたこ

と」に対する回答は，「自分のやりたい仕事が

できる業種」と「自分のやりたい仕事ができ

る職種」を合わせたパーセンテージがどんど

ん増加しているんです．わたしたちが問題に

しているのは「やりがいの搾取」ということ

ですが，それとは全く関係なく，仕事で自己

実現を果たしたいという欲求は，ますます強

まっていることがデータから分かるわけです

ね．これは消費の話と絡んできているのでな

かなか難しいんですけれども，ポスト消費社

会の若者の傾向として，仕事なり労働という

ものに対してアイデンティティのよりどころ

を求めるという，それは例えば地元でもいい

し心でも良いんですけれども，そういった欲

求というのは高まってきているというのは一

つのトレンドとしてあるわけです．

しかし，「あなたはどのような気持ちで就職

活動に臨みましたか」という質問に対する答

えを見ると，「気に入った会社に就職出来なけ

ればフリーターになる覚悟で臨んだ」という

回答はどんどん減ってきているわけです．対

して，「気に入った会社や仕事につけるかより

も就職することを最優先に考えた」に対する

回答は，どんどん増加傾向にある．若者の正

社員志向は確かに強まっている．

これらの結果からわかることは，「やりたい

こと志向」自体は強まっているが，そう思い

ながらも，現実の就職に際しては，とにかく

就職しなくてはと考え，就職していく若者た

ちがかなりいる．このジレンマについて考え

ることが必要かなという気がするわけです．

よく言われるんですけれど，今の職業教育

のトレンドというのはフリーターにならない

ための教育ですよね．フリーターへと「落ち

る」ことを防ぐためのキャリア教育というの

が，今のキャリア教育の姿だといえます．一

方で若者のトレンドとしては仕事を通じた自
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己実現欲求の強まり，というのがある．単純

化して言うと，学生時代に，個性，個性と言

われてきて，「好きなことを一生続けたい」と

思っていた．ところが，大学に入って，例え

ば，『搾取される若者たち』のような本を社会

学の講義で読まされて，「フリーターにだけは

なるな」と，「就職しろ」と言われます．そこ

が混乱のもとになっているのかなという感じ

です．要するにどちらに行ってもアウト，と

いう状況ですよね．フリーターになればなっ

たでもう再チャレンジできない日本の状況が

ある．これが「絶望」だとすると，かたや正

社員になると，どうしても「もっといろいろ

やりたかったのにな」となる．そして，転職

市場が成熟していないため，「落ちる」ことが

出来ない．一種の萎縮効果を生んでしまう．

その二つの選択肢しかないことが問題です．

９．若者の活力を逃がさない

次に，このジレンマをどうするかという話

に進みます．つまり「やりたいこと志向」が

強まっているが，他方で「正社員志向」も強

まっています．単純に考えると，若者の「や

りたいこと志向」を押さえ込むという方向が

ある．要するに「やりたいこと」，「自己実現」

と言うなということになります．大人しく正

社員になれ，という形の教育ですね．ゆとり

教育の見直しという方向もあると思うんです

けれども，ただ，ここで，果たしてそれでい

いのかなということを考える必要もあるわけ

ですね．

要するに彼らの活力を社会の側が逃してし

まっていることが最大の問題であると私は考

えます．やる気のある若者のやる気を削いで

ひたすら正社員に押し込めようとしているの

が今のキャリア教育の姿なわけです．そう

いった活力を逃さないために必要なことが二

つあります．一つは，先ほどから繰り返し言っ

ている，雇用の足場となりうる社会的企業へ

の支援，二つ目には新卒一括採用制度の見直

しが必要かなと思います．

二つ目の話が分かりにくいと思うので説明

しますと，社会的企業といっても，ただ，若

者にとっては，自分で社会的企業を起こすな

り，そこで働くなりというのは，非常に大き

なチャレンジでもあるわけですね．ただその

リスクを抑えることはできるわけで，それが

新卒一括採用制度の見直しです．これについ

ては，今，本を書いているところで，この９

月に出ると思うんですけれども，今の新卒採

用中心の状況だと，若者が就職せずに何か始

めるというのは一生の「安定」を手放すこと

に等しいわけですね．失敗しても再チャレン

ジができるように，またはその間の経験が評

価されるように，この新卒一括採用制度とい

うのをそろそろ見直していかなければいけな

いということを主張しています．ただ，企業

は新卒採用にこだわりますし，規範レベルで

のフリーター差別は非常に根強い，さらには

人事制度が硬直化しているというのもあっ

て，なかなかそこは崩せないでいるわけです

けれど，今年はそこを中心に議論を展開して

いきたいなと考えています．

10．新しい地域の「安定」へ

そろそろ話をまとめます．大沢真理さんの

言葉を借りるなら，日本の生活保障システム

は，「男性稼ぎ主」型であることになります．

問題はそのモデルでの「地域」がどうなって

いるかです．「男性稼ぎ主」型であると言って

も，主婦が家庭内の再生産労働にのみ従事し

ていたわけではない．彼女らが地域の中で

様々な活動を始めた，それが主婦主導の市民

事業体の誕生なんですが，それのみに頼った

コミュニティケアを設計するならば，先ほど

も言ったように主婦層の強固な地域において

は豊かなケアが提供されるが，そうでない地

域においては貧しいケアしか提供されないこ

とになってしまいます．

北欧諸国に見られるような「両立支援」型
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で行くならば，そのような市民事業体を前提

としていてはいけない．極端に主婦労働力や

シニア労働力を頼りにしたケア，よくそう

いったことが言われるんですけれども，労働

力をどこから調達してくるかという問題があ

ります．今は女性労働力だとか引退した後の

シニア労働力ということが言われるんですけ

れども，それだとやはり，「両立支援」型の皮

をかぶった「男性稼ぎ主」型だと思うのです．

それだと，たぶん「日本型福祉社会」のとき

に言われていたことと変わっていない．コ

ミュニティケア，コミュニティという言葉を

使うときの最大の落とし穴がそこにあるわけ

です．

一方で，日本で「社会的企業」と言うと，

常にそういったイメージで捉えられがちで

す．ボランティアとか賃金が安い，やりがい

志向，といったイメージとともに語られてし

まいます．それはいままでそうだった，とい

うのもあるんですけれども，そこで，新たな

「社会的企業」の一つのイメージの導き手とし

て提示したのが，自営業層，「旧中間層」です．

それは旧来の改革の言説のなかでは批判され

るべき対象であったものですが，戦後日本の

地域の「安定」ということを考えると，「新中

間層」と「旧中間層」の双方によって担われ

ていたものであったことをやはり忘れてはい

けない．旧中間層，いわゆる商店街という形

での安定みたいなものがすぽんと抜け落ち

て，今は「日本型福祉社会」，いわゆるサラリー

マン／専業主婦から成る近代家族のイメージ

のみが唯一の日本の安定のイメージになって

しまっていることが問題です．

これはよく言われているのですが，一般的

なイメージは事実とは異なっているわけで

す．「規範としての日本的雇用慣行」なわけで

すけれど，実際にはサラリーマンばっかり

だったわけではないということです．実際に

は，商店街のおっちゃんもいて，彼らは階層

研究で言う中流です．彼らこそ中流意識とい

うのは非常には強かった．実態のない「ノス

タルジー」として戦後社会が語られて，そし

てそれに変わりうる「安定」のイメージが描

けていないことが，現在の地域社会を閉塞さ

せている一つの要因といえます．

雇用の足場として大企業以外の場所を確保

することで安定した地域社会をデザインして

いくということが必要になります．それが社

会的企業を中心としたコミュニティケアの姿

で，その先に，ポスト日本型福祉社会の青写

真を描くことが出来るかもしれないというこ

とを考えています．

11．賃金パススルー法案の意義

最後に，去年訳した『キャリアラダーとは

何か』の中から大事なことを紹介しておきま

す．

介護報酬の３％引き上げというのが実施さ

れますが，実際の賃金の引き上げにつながる

かどうかは不透明です．たぶん賃金の上昇に

は繫がらないと思います．財政の不透明性と

いうことです．『キャリアラダーとは何か』を

訳しているときに「賃金パススルー」という

法案が非常に頻繁に紹介されていることに気

づきました．社会保障財源の確保だけでなく，

その使い道にまでチェックを入れることでは

じめて被雇用者の待遇改善につながるわけで

すね．それが一種「政治的な闘争」であると

いうことを筆者は強調しているわけです．や

はり社会システムと政治システムの間が財政

というもので繫がれているとすると，やはり

そこにまでチェックを入れていく形での取り

組みが行わなければならないのであり，単に

介護報酬を引き上げればいいというナイーブ

な議論では不十分ではないかと思います．

『キャリアラダーとは何か』で紹介しているの

は，アメリカの事例，何年もかけて「賃金パ

ススルー法案」を通したという事例のひとつ

です．

それから最近読んだ山口二郎さんの本で
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「生活者主義」という言葉が出てきたんですけ

れど，やっぱり，戦後の改革の言説というの

は，どうしても「生活」というものをキーワー

ドにしすぎてきたところがあって，それが今

の閉塞感の元になっている気がします．当然

のことながら，いわゆる狭い意味の生活者だ

けではないという当たり前の話なんです．生

活者，消費者というものが，唯一の改革の声

になってしまっている，というのが非常に問

題だなという話です．

今度選挙がありますが，例えばこういった

形で高齢者の問題，または地域の福祉の問題

というものを問いかける，またはそれを一つ

の公約として掲げるときに，やはり「生活」

というのがキーワードになってくると思いま

す．でもその生活という場合に，いや，若者

の労働の問題も一つの生活の問題なんです

よ，ということをなかなか言う言葉がないの

です．そういう状況があって，福祉を充実さ

せますよ，と言うと，負担が上がるのかと，

そうすると若い人たちは，自分が貰えるの

じゃないのに何で払わなきゃいけないんだ，

という話になるし，一方で若い人の労働の問

題となると，高齢者はそんなの俺らは関係な

いという話になってくるのです．それが世代

間対立をもたらしている最大の問題なんです

けれども，生活と言ったときに，それぞれが

それぞれの立場でしか「生活」というものを

考えていない．その結果，エゴイスティック

な世代間対立につながってしまっている．だ

から両者が，世代というものを超えた形の生

活なり社会保障というものについて語る言葉

が必要なのではないかな，ということを現在

は考えています．

という形で，今日のお話は終了させていた

だきます．どうもありがとうございました．

（拍手）
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